
 

第１回 稲子地区のこどもたちの未来を考える協議会 

 

日時：令和８年７月１日（水） 

午後７時から午後８時 30 分まで  

場所：上稲子区民館 

 

次 第 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

 

４ 会長及び副会長選出 

 

５ 議事 

⑴  稲子地区のこどもたちの未来を考える協議会の進め方 

⑵  教育委員会の方針 

⑶  今後のスケジュール予定 

 

６ 次回の予定 

 

７ 閉会 



小学校のこどもたちの未来を考える協議会 委員名簿 

 
任期：令和８年７月１日から協議が終了するまで  

 

区分 氏  名 備   考 

１号 

太田 真未 稲子小学校ＰＴＡ会長 

赤池 雅之  

宍戸 一善  

佐野 雅幸  

２号 後藤 真典  

３号 

佐野 良文 上稲子区長 

佐野 有人 上稲子区 第一町内会長 

佐野 忠男 上稲子区 第二町内会長 

村松 悦雄 下稲子区長 

篠原 秀治 下稲子区 第一町内会長 

佐野 昭洋 下稲子区 第二町内会長 

【参考】 
こどもたちの未来を考える協議会設置要綱（抜粋） 
 （所掌事務） 
第２条 協議会は、次に掲げる事項について協議し、教育委員会に意見書を提出する。 
 ⑴ 対象校の再編の方向性に関する事項 
 ⑵ その他対象校の再編に関し必要な事項 
 （組織） 
第３条 協議会は、委員２０人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が依頼する。 
 ⑴ 対象校の児童又は生徒の保護者 
 ⑵ 対象校の通学区域内に居住する未就学児の保護者 
 ⑶ 対象校の通学区域内の地域住民の代表者 
 ⑷ その他教育委員会が必要と認める者 
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こ ど も た ち の 未 来 を 考 え る 協 議 会 設 置 要 綱  

 （ 設 置 ）  

第 １ 条  富 士 宮 市 立 小 中 学 校 の 再 編 を 進 め る に 当 た り 、 学 校 再 編 の 対 象

と な る 学 校（ 以 下「 対 象 校 」と い う 。）ご と に 、こ ど も た ち の 未 来 を 考

え る 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

 （ 所 掌 事 務 ）  

第 ２ 条  協 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 協 議 し 、 教 育 委 員 会 に 意 見

書 を 提 出 す る 。  

 ⑴  対 象 校 の 再 編 の 方 向 性 に 関 す る 事 項  

 ⑵  そ の 他 対 象 校 の 再 編 に 関 し 必 要 な 事 項  

 （ 組 織 ）  

第 ３ 条  協 議 会 は 、 委 員 ２ ０ 人 以 内 で 組 織 す る 。  

２  委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 教 育 委 員 会 が 依 頼 す る 。  

 ⑴  対 象 校 の 児 童 又 は 生 徒 の 保 護 者  

 ⑵  対 象 校 の 通 学 区 域 内 に 居 住 す る 未 就 学 児 の 保 護 者  

 ⑶  対 象 校 の 通 学 区 域 内 の 地 域 住 民 の 代 表 者  

 ⑷  そ の 他 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 者  

３  委 員 は 、 無 報 酬 と す る 。  

 （ 任 期 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、 依 頼 の 日 か ら 第 ２ 条 に 規 定 す る 所 掌 事 務 が 終 了

す る ま で の 期 間 と す る 。  

２  委 員 が 欠 け た と き は 、 必 要 に 応 じ て 補 充 す る も の と し 、 そ の 任 期 は

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る  

 （ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 ５ 条  協 議 会 に 会 長 及 び 副 会 長 を 置 く 。  

２  会 長 及 び 副 会 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る 。  

３  会 長 は 、 協 議 会 を 代 表 し 、 会 務 を 総 理 す る 。  

４  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け

た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  
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 （ 会 議 ）  

第 ６ 条  協 議 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  会 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め た と き は 、 委 員 以 外 の 者 を 会 議 に 出 席 さ

せ 、 説 明 又 は 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  

 （ 庶 務 ）  

第 ７ 条  協 議 会 の 庶 務 は 、 教 育 委 員 会 事 務 局 教 育 部 教 育 総 務 課 に お い て

処 理 す る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 ８ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 会 長 が 協 議 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

附  則 （ 令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ０ 日 教 育 長 決 裁 ）  

 こ の 要 綱 は 、 教 育 長 決 裁 の 日 か ら 施 行 す る 。  



こどもたちの未来を考える協議会の進め方 
１ 目的 
  こどもたちの未来を考える協議会（以下「協議会」という。）は、学校再編の対象

となる学校区の地域住民、児童の保護者及び未就学児の保護者等を委員として、こ

どもたちの未来を第一に考え、学校再編の方向性を協議する場です。 
 
２ 協議内容 
 ⑴ 学校再編に関する方向性 
 ⑵ その他学校再編に関し必要な事項 
 
３ 開催回数・期間 
  基本的には、開催回数は３回から５回程度、期間は令和９年３月までを見込みま

す。ただし、協議会の進捗状況によってはこの限りではありません。 
 
４ 協議会の進捗状況の周知 
  協議会の進捗状況を地域住民に周知するため、協議会の内容をまとめた「こども

協議会だより（資料３－１）」を作成し、市のＨＰへの掲載や稲子地区への回覧を実

施します。 
 
５ 協議の終了 
  学校再編の方向性が決定したら、意見書（資料３－２）を作成します。その後、

意見書の内容が決定したら、協議を終了します。 
 
６ 意見書の提出 
  決定した意見書については、会長・副会長が教育長に提出します。 
 
７ 協議会終了後の流れ 
  統合準備委員会を設置します。 
  各学校の代表者に学校関係者を加え、学校の統合を円滑に進められるよう、学校

の統合に関する具体的な事項を決定します。 
 
８ 会議の公開 
  会議は原則公開とします。 
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こども協議会だより

№１

2026.7

第１回の協議会を開催しました。
今後、協議会として意見書を提出
するよう、協議を進めていきます。
第１回の協議会では、主に下記の
内容について協議されました。
・協議会の進め方
・教育委員会の方針
・今後のスケジュール

【教育委員会の方針】
・令和〇年度に・・・
・令和〇年度に・・・
・～について協議する。

発行：富士宮市教育委員会教育部教育総務課
電話：０５４４－２２－１１８２
メール：e-somu@city.fujinomiya.lg.jp

【協議会の主な意見・質問】
・〇〇したらどうか。
・〇〇を提案する。
・◇◇について話し合いたい。
・〇〇についてどのように考えているか。⇒それについては考えている。
・〇〇についてはどうか。⇒それは、今後検討したい。
・■■の意見を聞きたい。⇒それについては、次に回答する。
【次回の開催日程・会場】
・令和〇年〇月〇日 〇時〇分～
・下稲子区民館
※当日の傍聴も受け付けています。
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令和〇年〇月〇日  

 

富士宮市教育長 望月 俊伸 様 

 

稲子地区のこどもたち  

の未来を考える協議会  

会 長  〇 〇  ■ ■   

 

稲子小学校の再編に関する意見書 

 

 現在、全国的に少子化が進んでおり、富士宮市においても同様に、１０年前と比較

すると出生数は約半分の５００人程度となっております。 

 こうした状況を踏まえ、稲子地区の区長や小学校の児童の保護者等を委員とする稲

子地区のこどもたちの未来を考える協議会を設置し、協議してきました。 

 協議の結果、稲子小学校については、教育委員会の方針のとおり統合を行う結論と

なりました。 

 つきましては、統合に向けて下記の事項の実現に努めていただきますようお願いい

たします。 

 

記 

 

・ 校名に関すること 

 

・ 児童の登下校に関すること 

 

・ 放課後児童クラブに関すること 

 

・ 学校施設の今後の利活用に関すること 

 

・ 統合までの間の芝富小学校との交流事業に関すること 

 

 
 

資料３－２ （案） 



芝富小校舎
を使用

教育委員会の方針

統合

稲子小
芝富小
内房小
が１つに



今後のスケジュール

協議会

•～R9.3

•意見書を教育長に提出

統合準備
委員会

•R9.4～
•統合に関する詳細を決定

統合
•新体制スタート



今後の協議会

意見書の作成

方向性 要望事項

協議会として意見をまとめて
教育長に提出していただきます



統合時期

統合準備委員会

主な検討事項

校名 通学方法

教育課程 PTA行事

教職員も参加して統合について
具体的な検討を行います


